
市民のうごき
8月末現在(前月との比較)

人口 39，425人 (十43人)

男 18，836人 (+26人)

女 20，589人 (ート17人)

世帯数 12，048世帯 (+14人)

面積 240.93平方キロメートル
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に
備
え
て

防

災

訓

練

九
月
一
日
の

H

防
災
の
日
μ

を
前
に
し
た
八
月
二

十
一
日
に
「
愛
媛
県
総
合
防
災
訓
練
し
が
、
柚
木
の

如
法
寺
河
原
で
、
県
、
県
警
、
大
洲
市
、
陸
上
自
衛

隊
、
日
赤
な
ど
三
十
団
体
、
約
千
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

台
風
、
地
震
な
ど
の
災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
官
民
一

体
と
な
っ
て
、
約
=
一
時
間
あ
ま
り
、
実
戦
さ
な
が
ら

の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

写
真
上
は
、
車
輔
火
災
初
期
消
火
訓
練
。
下
は
、

陸
上
自
衛
隊
、
大
洲
小
生
徒
に
よ
る
避
難
誘
導
訓
練
。

納期は

10月31日i

惨市県民税(第三期)

砂国民健康保険税(第三期)
今月の納税



(2) おおず
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叩
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健
康
一
・
体
力
づ
く
り
の
カ
ギ
は
、
「
栄
養
・
運
覇
・
佐
賓
L

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
に

あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

運
動
を
し
な
い
で
栄
養
を
と
り
す
ぎ
る
と
肥
満
に
な
り
、
逆
に
栄
養
・
休
養
が
不
十
分

な
ま
ま
運
動
を
続
け
る
と
、
体
が
消
耗
す
る
の
は
当
然
で
す
。

自
分
の
体
に
合
っ
た
運
動
を
行
い
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
し
、
自
分
に
適
し
た

休
養
を
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
る
l

i

-

-
マ
イ
ペ
ー
ス
の
体
力
・
健
康
づ
く
り
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

市
で
も
、
市
政
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
、

活
条
件
の
整
備
」
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
社
会
福
祉
の
充
実
と
健
康
を
{
寸
る
生

同
時
に
楽
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
半
面
、
わ
た
し
た
ち
の
体

を
動
か
す
機
会
は
、
以
前
に
比
べ
て
極
端
に

少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ

の
結
果
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
運
動
不

足
と
な
り
、
体
力
の
低
下
に
一
段
と
拍
車
を

か
け
る
と
い
う
悪
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

運
動
不
足
は
、
単
に
筋
肉
の
働
き
を
衰
え

さ
せ
る
ば
か
り
で

な
く
、
神
経
、
心

臓
や
血
管
な
ど
の

循
環
器
系
ま
で
悪

影
響
を
反
映
し
、

心
身
の
バ
ラ
ン
ス

を
崩
す
原
因
に
な

り
ま
す
。

総
理
府
の
「
体

力
・
ス
ポ
ー
ツ
世

論
調
査
(
昭
和
五

十
四
年
)
し
に
よ
り

ま
す
と
、
運
動
不

心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を

崩
す
運
動
不
足

体
力
は
二
十
代
半
ば
か
ら
低
下
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
日
で
は
、
職
場
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
生

活
の
面
で
も
電
化
や
機
械
化
が
進
み
、
わ
た

し
た
ち
の
暮
ら
し
は
た
い
へ
ん
便
利
に
な
り
、

大
洲
市
内
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
は

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

市
に
お
い
て
も
、
運
動
公
園
の
整
備
を
は
じ

め
各
地
域
に
夜
間
照
明
設
備
を
設
置
す
る
な

ど
、
積
極
的
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
利
用
で
き
る
市
内
の
施
設
を

紹
介
し
ま
す
。

V
八
幡
浜
・
大
洲
地
医
運
動
公
園
(
平
賢
)

陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

(
六
面
)
、
パ
レ
l
コ
l
ト
(
二
国
)
、
水
泳
プ

ー
ル
(
夏
季
の
み
)
の
設
備
が
あ
り
ま
す
。

使
用
、
料
金
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
管
理
事

務
所
へ
わ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

合
③
5
5
2
4
(
受
付

8
時
半
1
5
時
)

V
夜
間
照
明
設
備
の
あ
る
グ
ラ
ン
ド

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
夜
間
利
用
で
き
る
グ

ラ
ン
ド
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
)
内
は
申
込

先
と
電
話
番
号
で
す
。

-
大
洲
南
中
(
中
央
公
民
館
④
3
1
6
1
)

・
大
洲
北
中
(
肱
北
公
民
館
④
6
3
0
2
)

・
平
野
中
(
平
野
公
民
館
④
2
4
3
1
)

・
肱
束
中
(
菅
田
公
民
館
⑤
2
9
0
1
)

・
大
成
小
(
大
川
公
民
館
⑦
0
2
0
0
)

・

蔵

川

小

(

ク

)

・
柳
沢
中
(
柳
沢
公
民
館
⑤
2
4
0
0
)

・

田

処

小

(

ク

)

-
新
谷
中
(
新
谷
公
民
鎮
⑤
0
0
2
4
)

・
一
二
善
小
(
三
善
公
民
館
⑥
0
1
2
0
)

-
大
洲
東
中
(
八
多
喜
公
民
館
⑥
0
1
4
5
)

小
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
使
用
は
、
学
校
行

事
を
優
先
い
た
し
ま
す
。

V
河
川
敷
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(
三
面
)
、
グ
ラ
ン

ド
(
五
郎
橋
上
)

肱
北
公
民
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
o

v屋
内
体
育
施
設

小
中
学
校
の
屋
内
運
動
は
、
各
地
区
の
公

民
館
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

V
旧
北
中
グ
ラ
ン
ド
、
屋
内
体
育
館

保
健
体
育
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
、
市
保
健
体
育

課
に
わ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
④
2
1
1
1
内
線
2
9
2

10月10日に

と市民運動会ミ

家族そろって

参加しましょう

「
体
育
の
日
」
の
十
月
十
日
に
、
今
年
も

H

市
民
運
動
会
H

を
運
動
公
園
(
平
野
)
で

開
催
い
た
し
ま
す
。

小
学
生
よ
り
お
年
女
一
回
り
ま
で
、
男
女
を
と

わ
ず
、
日
頃
き
た
え
た
体
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

競
技
は
、
肱
南
、
肱
北
A
、
肱
北
B
、
平

野
、
南
久
米
、
菅
田
、
大
川
、
柳
沢
、
新
谷
、

三
善
、
八
多
喜
、
上
須
戒
の
十
二
地
区
に
分

か
れ
て
行
い
ま
す
。
日
時
な
ど
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

-
E時
十
月
十
日
九
時
1
十
六
時

雨
天
の
場
合
は
、
十
一
日
(
日
)
、

十
八
日
(
日
)
に
順
延
。

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

-
場
所



都
市
計
画
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て

八
月
よ
り
実
施

おおず

大
洲
都
市
計
画
区
域
が
昭
和
五
十
六
年
八

月
十
四
日
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

し
た
。新

た
に
都
市
計
画
に
含
ま
れ
る
地
域
は
、

・
冨
土
全
域
、
菅
田
町
菅
田
の
一
部
、
菅
田

町
大
竹
の
一
部
|
|
l
二
百
九
十
へ
ク
タ

ー
レ

・
北
只
全
域
、
下
松
尾
の
一
部
!
|
|
二
百

二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

・
平
野
町
野
田
の
一
部
|
|
|
二
百
二
十
へ

ク
タ
i
ル

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
大
洲
都
市
計
画
区
域

広報明るい市づくりにつとめる。郷土を愛し、(3) 

は
、
従
来
の
二
千
五
百
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

新
た
に
区
域
指
定
と
な
り
ま
し
た
七
百
三
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
あ
わ
せ
て
三
千
三
百
ヘ
ク
タ

ー
ル
と
な
り
ま
す
。

都
市
計
画
区
域
と
は

都
市
計
画
区
域
は
、
健
康
で
文
化
的
な
都

市
生
活
お
よ
び
機
能
的
な
都
市
活
動
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
適
干
止
な
制
限
の
も
と
に
土

地
の
合
理
的
な
利
用
が
必
要
で
す
。

都
市
計
画
区
域
内
で
は
、
土
地
の
有
効
利

用
を
図
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
な
ど

が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

O

二
疋
の
開
発
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

O
建
築
物
を
建
築
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
建
築
主
事
の
確
認
が

必
要
で
す
。

O
土
地
取
引
を
行
う
場
合
、
国
土
利
用
計
画

法
に
よ
っ
て
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ

れ
ば
、
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
域
の
境
界
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
市
都

市
整
備
課
都
市
計
画
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

宮
④
2
1
1
1内
線
2
8
3

買 Tこ
い市守
ま内」
しでは
よ

つ

ft1 

た
ば
ご
消
費
税
は
、
市
内
で
販
売
さ
れ
た

本
数
に
応
じ
て
、
日
本
専
売
公
社
よ
り
毎
月

納
付
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
販
売
量
が
伸
び
れ
ば
、
そ

れ
だ
け
市
の
財
政
が
う
る
お
い
ま
す
。
た

ば
こ
は
、
市
内
で
買
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

2000c.c.で、

年間

15万1千円

一
世
帯
に
約
一
・

O
三
台
1

i
わ
が
国
の

自
動
車
保
有
台
数
は
、
十
年
前
に
比
べ
る
と

約
二
・
二
倍
の
三
千
七
百
万
台
に
な
っ
て
い

ま
す
。と

こ
ろ
で
、
自
動
車
や
自
動
車
用
燃
料
に

は
ど
の
く
ら
い
の
税
金
が
か
か
る
の
で
し
ょ

う
か
。
マ
イ
カ
ー
一
台
当
た
り
の
年
関
税
負

担
額
(
耐
用
年
数
六
年
と
し
て
換
算
)
を
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

小
売
価
格
百
五
十
万
円
の
二

0
0
0
ω
ク

ラ
ス
の
乗
用
車
を
例
に
と
り
ま
す
と
、
-
年

間
に
か
か
る
税
金
は
、
約
卜
五
万
一
千
円
で

す
。
具
体
的
に
は
次
の
と
む
り
で
す
。

V
物
品
税
:
・
:
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
荷

さ
れ
る
と
き
に
、
出
荷
価
格
に
課
税
さ
れ
る

も
の
で
、
小
売
価
格
に
含
ま
れ
で
い
ま
す
。

税
率
は
小
型
乗
用
自
動
車
の
場
合
、
卜
七

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
(
軽
乗
用
自
動
車
は
ト
五

パ
ー
セ
ン
ト
)
で
す
。
-
一

0
0
0
∞
ク
ラ
ス

の
場
合
、
約
十
七
万
円
。
耐
用
年
数
六
年
で

す
か
ら
一
年
に
な
わ
す
と
約
二
万
八
千
三
百

円
と
な
り
ま
す
。

V
自
動
車
取
得
税
・
:
・
:
自
動
車
を
買
っ
た
と

き
に
、
取
得
価
格
に
対
し
て
か
か
る
税
金
で

税
率
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
百
五
十
万
円

の
牽
で
す
と
七
万
五
千
円
で
、
購
入
時
に
払

い
ま
す
が
、
こ
れ
を
耐
用
年
数
六
年
で
割
る

と
年
間
一
万
二
千
五
百
円
に
な
り
ま
す
。

V
自
動
車
重
量
税
・
・
:
:
車
の
重
さ
に
対
し
て

か
か
る
税
金
で
、
税
率
は
自
動
車
の
重
量
、

車
検
の
有
効
期
間
な
ど
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

車
検
期
間
が
二
年
の
乗
用
車
の
場
合
は
、

重
量

0
・
五
ト
ン
に
つ
き
一
万
二
千
六
百
円
。

こ
れ
が
二

0
0
0
∞
ク
ラ
ス
の
車
で
す
と
、

重
量
約
了
五
ト
ン
に
な
り
ま
す
か
ら
三
万
七

千
八
百
円
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
車
検
期
間

の
二
年
で
割
る
と
、
年
間
一
万
八
千
九
百
円

と
な
り
ま
す
。

V
自
動
車
税
:
・
・
:
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る

と
き
に
か
か
る
税
金
で
、
二

O
O
O
∞
ク
ラ

ス
の
場
合
、
年
間
三
万
四
千
五
百
円
で
す
o

v揮
発
油
税
・
地
方
道
路
税
:
:
:
ガ
ソ
リ
ン

の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
税
金
で
す
。
ガ
ソ
リ

ン
ε

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
で
、
捕
発
泊
税
が
四

十
五
円
六
十
銭
、
地
方
道
路
税
は
八
円
二
十

銭
含
ま
れ
で
お
り
、
合
計
五
十
三
円
八
十
銭

に
な
り
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
の
年
間
平
均
消
費

量
は
千
六
十
一
リ
ッ
ト
ル
で
す
の
で
、
税
金

は
五
万
七
千
一
白
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
マ
イ
カ
ー
一
台
を
保
有
し
て

い
る
と
税
金
は
一
年
間
に
約
十
五
万
一
千

三
百
円
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
税
金
は
、
国
の
一
般
財
源
と
し

て
有
効
に
活
用
き
れ
て
い
る
ほ
か
、
国
や
地

方
の
道
路
整
備
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。



け
な
い
は
か
り
は
商
品
の
取
引
に
使
用
す
る

と
法
律
に
よ
り
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
ま
す
。

検
査
に
は
手
数
料
が
必
要
で
す
の
で
、
当

日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

嘩
棒
は
か
り
百
円
1
一
一
百
円

骨
台
は
か
り
二
百
五
十
円
1
六

百

五

十

円

児

童

扶

養

手

当

(

八

月

か

ら

)

-

皿

は

か

り

三

百

五

十

円

位

児

童

扶

養

手

当

は

、

父

と

生

計

を

同

じ

く

@
指
示
は
か
り
二
百
円
1
六

百

円

し

て

い

な

い

児

童

の

母

ま

た

は

養

育

者

に

対

な

お

、

光

電

式

は

か

り

を

お

持

ち

の

か

た

し

て

、

児

童

扶

養

子

当

が

支

給

さ

れ

ま

す

。

は

、

訪

問

検

査

を

行

い

ま

す

の

で

、

検

査

前

支

給

要

件

は

次

の

と

お

り

で

す

。

日
ま
で
に
、
商
工
観
光
課
ま
で
、
わ
申
し
出

l
、
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童
。
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

く
だ
さ
い
。

2
、
父
が
死
亡
し
た
児
童
。
扶
養
手
当
な
ど
受
給
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い

詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合

4

3

、
父
が
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
児
童
。
か
た
は
、
福
祉
事
務
所
で
必
要
な
手
続
き
を

わ
せ
く
だ
さ
い
0

4

4

、
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童
。
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
詳
し
い
こ
と
は
、

含
④
2
1
1
1
内
線
2

2

5

w

手
当
月
額
が
八
月
か
ら
次
の
よ
う
に
改
正
福
祉
事
務
所
庶
務
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

一

一

さ

れ

ま

す

。

さ

い

。

~

骨

児

童

一

人

一

二

万

一

千

二

百

円

密

④

2
1
1
1
内
線
2
4
4

一

t

j

j

j

j

i

!

?

?

i

d

画
応
募
作
品
は
、
一
人
五
点
ま
で
。

一

臨

日

骨

応

募

者

の

住

所

、

氏

名

、

職

業

を

作

品

の

え

;

羽

d
a

相

末

尾

に

明

記

す

る

こ

と

。

~

市

選

挙

管

理

委

員

会

、

明

る

い

選

挙

推

進

曲

応

募

作

品

は

返

却

い

た

し

ま

せ

ん

。

内

協

議

会

で

は

、

き

れ

い

な

選

挙

を

推

進

す

る

@

入

選

作

品

は

、

き

れ

い

な

選

挙

推

進

の

た

均

た

め

に

、

次

の

と

お

り

標

語

を

募

集

し

ま

す

。

め

に

使

用

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

間

市

民

の

み

な

さ

ん

の

多

数

の

応

募

を

お

待

賞

お

よ

び

記

念

品

勾

ち

し

て

い

ま

す

。

最

優

秀

一

編

五

千

円

相

当

の

記

念

品

担

趣

旨

わ

た

し

た

ち

の

生

活

が

豊

か

で

、

住

入

賞

五

編

三

千

円

相

当

の

記

念

品

円

み

よ

い

郷

土

を

つ

く

る

た

め

に

は

、

よ

い

政

そ

の

他

明

治

に

よ

ら

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

の

た

発

表

は

H

広
報
わ
わ
ず
ω

紙
上
で
わ
こ
な

め

に

は

、

き

れ

い

な

選

挙

で

代

表

者

を

選

ぶ

い

ま

す

。

詳

し

い

こ

と

は

、

市

選

挙

管

理

委

こ

と

が

大

切

で

す

。

員

会

に

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

選

挙

に

つ

い

て

関

心

を

高

め

、

明

る

い

き

密

④

2
1
1
1
内
線
2
6
9

(4) おおず広報

「
計
量
器
」
の
定
期
検
査

E
表
の
日
程
で

行
い
ま
す
。

商
品
の
取
引
に
使
用
さ
れ
る
は
か
り
は
、

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
検
査
を
受

I古い教養を身につける

はかりの定期検査自程表

月 日 時 民守 士蕩 戸斤

10月19日 11時~12時 南久米連絡所

イ〉 13日寺~15B寺 平野連絡所

10月20日 10日寺~12B寺 三善連絡所

イ〉 13日寺~15時 菅田連絡所

10月21日 10時~12日寺 柳沢連絡所

// 13B寺一14日寺 柳沢公民館田処分館

10月22日 10日寺~12日寺: 大)I[連絡所

'" 13日寺~14日寺 蔵川中学校

10月23日 10時半~11時半 上須戒連絡所

イ〉 13時~15時 八多喜連絡所

10月26日 10時~16時 大洲市保健センター

10月27日 9 時~12時 社会教育センタ

// 13日寺~16時 市民会館

10月28日 10B寺~15B寺: 市民会館

10月29日 10B寺~14B寺 新谷連絡所

健康なからだをっくり、

が引き上げ

られます

(児童手当(一部~ 1 児 童 扶 養 手 当 }
特別児童扶蓋手当)

児
童
手
当
(
十
月
か
ら
)

児
童
子
当
は
、
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三

人
以
上
養
育
し
、
そ
の
う
ち
一
人
以
上
が
義

務
教
育
終
了
前
の
児
童
で
あ
る
場
合
に
、
第

三
子
以
降
一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
所
得
割
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
受

給
者
は
、
七
千
円
(
従
来
六
千
五
百
円
)
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

れ
い
な
選
挙
の
推
進
を
は
か
る
た
め
に
標
語

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
領

器
内
容
き
れ
い
な
選
挙
の
推
進
を
表
現
す

る
も
の
。

唾
締
切
昭
和
五
十
六
年
十
月
三
十
一
日

(
当
日
消
印
有
効
)

骨
応
募
先
干
前
大
洲
市
大
洲
六
九
O

|

一
大
洲
市
役
所
内

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会

応
募
上
の
注
意

嘩
児
童
二
人

(
従
来
二
万
九
千
三
百
円
)

一
一
一
万
六
千
二
百
円

(
従
来
三
万
四
千
三
百
円
)

特
別
児
童
扶
養
手
当
(
八
月
か
ら
)

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
障
害
児
の
養
育

者
に
対
し
特
別
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。支

給
額
が
八
月
か
ら
次
の
よ
う
に
改
正
さ

れ
ま
す
。

由
一
級

8 

級

三
万
六
千
円

(
従
来
三
万
三
千
八
百
円
)

二
万
四
千
円

(
従
来
二
万
二
千
五
百
円
)
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おおず

前
略
、
秋
ら
し
く
な
り
朝
夕
は
寒
さ
を
思

わ
す
今
日
こ
の
ご
ろ
、
家
族
の
者
に
は
か
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
、

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
に
い
え
ば
わ
ら
わ
れ
、

ま
た
、
し
か
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い

た
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。
満
さ
ん
の
こ
と
を

回
ザ
え
ば
、
交
際
を
し
か
け
た
の
が
、
昨
年
の

三
月
、
一
年
六
か
月
、
今
二
人
の
間
に
は
結

婚
と
い
う
大
問
題
が
目
前
に
せ
ま
っ
て
い
ま

す。
こ
と
し
の
す
え
か
来
年
の
始
め
に
は
、
お

じ
い
さ
ん
か
ら
満
さ
ん
に
屈
が
わ
た
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
問
題
は
、
私
が
同
和
地
区
民
と

い
う
こ
と
で
結
婚
で
き
ま
せ
ん
。
私
と
結
婚

し
た
ば
あ
い
、
満
さ
ん
は
庖
を
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。
満
さ
ん
に
と
っ
て
は
一
生
に
い
ち
ど

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
二
人
で
庖
が
で
き
れ
ば

両
親
に
も
す
ご
し
く
ら
い
の
こ
と
は
・
-z:。

彼
も
現
在
私
を
離
し
た
く
な
い
し
、
ま
た

庖
は
ほ
し
い
と
ま
よ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
さ

い
、
私
は
彼
の
幸
福
の
た
め
に
身
を
ひ
く
決

心
は
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
同
和
地
区

民
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
た
こ

と
は
A
7
は
じ
め
て
・
・
・
:
・
。

ハ
む
ち
ゃ
ん
の
失
敗
、
私
の
失
敗
、
こ
ん

な
星
の
下
に
生
ま
れ
た
こ
と
が
そ
ん
な
に
ま

で
悪
く
、
ま
た
ど
こ
が
違
う
の
か
:
2
:
。
こ

の
世
を
う
ら
む
よ
り
し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
。

同
和
地
区
の
者
同
志
が
結
婚
す
れ
ば
、
ま

た
そ
の
子
供
は
、
私
と
同
じ
よ
う
な
思
い
を

す
る
で
し
ょ
う
。
私
は
も
う
結
婚
せ
ず
一
生

を
過
ご
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
や
に
な

広報豊かな家庭と郷土を築く生産に励み、(5) 

差
別
は
生
き
て
い
る

〈
事
例

3
〉
奪
わ
れ
た
い
の
ち

れ
ば
自
分
で
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。
根
拠
の

な
い
こ
と
で
悩
む
な
ん
て
、
パ
カ
な
:
:
:
思

え
ば
な
み
だ
の
連
続
で
す
。
こ
ん
な
事
を
し

よ
う
ち
で
ま
た
こ
ん
な
私
を
:
:
:
二
人
が
結

婚
で
き
な
い
の
な
ら
死
の
う
と
ま
で
愛
し
て

く
れ
た
満
さ
ん
が
、
私
に
と
っ
て
最
高
の
人

だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
世
の
中
に
結
婚
や
就
職
に
敗
れ
た
者

が
ど
れ
だ
け
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の

世
を
去
っ
た
者
も
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
う
ち
に
、

な
み
だ
と
と
も
に
一
生
結
婚
し
な
い
こ
と
に

き
め
ま
し
た
。

親
は
子
供
の
幸
福
を
ね
が
い
、
き
ょ
う
ま

で
大
き
く
し
た
と
い
い
た
い
で
し
ょ
う
。
よ

く
わ
か
り
ま
す
。
親
の
意
に
そ
む
く
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
私
の
人
生
の
生
き
か
か
ん
で
す
。

こ
ん
な
に
、
ら
く
た
ん
し
た
の
は
、
生
ま

れ
で
は
じ
め
て
で
す
。
い
ま
い
ち
ど
彼
と
話

し
合
う
つ
も
り
で
す
。
彼
も
泣
い
て
い
ま
し

た
。
と
も
に
泣
い
で
別
れ
る
の
が
私
た
ち
の

運
命
で
し
ょ
う
。

妹
や
、
弟
は
上
の
学
校
へ
や
っ
て
く
だ
さ

い
。
へ
ん
な
、
く
ら
い
手
紙
に
な
り
ま
し
た

が
、
か
か
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

中
島
一
子
さ
ん
は
、
丸
顔
の
ポ
チ
ャ
ポ
チ

ャ
と
し
た
少
女
で
し
た
。
よ
く
し
ゃ
べ
り
、

よ
く
笑
い
ま
し
た
。
ど
こ
に
苦
労
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
、
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
ほ
が
ら
か
な

一
子
さ
ん
が
、
こ
の
手
紙
を
両
親
に
あ
て
て

ま
も
な
く
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
い

一'凶 いかんにそのいとま
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十
月
は
、
「
犬
の
危
害
防
止
対
策
推
進

月
間
」
で
す
。
犬
を
飼
う
場
合
に
は
次
の

こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

O
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

0

0
犬
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
犬
は
適
正
な
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

鳴
き
声
や
フ
ン
な
ど
で
近
所
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

と
も
に
⑦

害
者
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う

も
っ
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

障
害
者
問
題
へ
の
理
解
を
よ
り
一
層
深
め

る
た
め
に
、
主
な
シ
ン
ボ
ル
マ
l
ク
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

シンボルマーク
の紹介

fっ川
区芝J

こ
の
マ
l
ク
は
、
社
会
へ
の

H

完
全
参
加

と
平
等
μ

を
テ
i
マ
に
し
た
、
国
際
障
害
者

年
の
シ
ン
ボ
ル
マ
l
ク
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
国

際
障
害
者
年
国
内
委
員
会
よ
り
提
案
さ
れ
た

デ
ザ
イ
ン
を
も
と
に
し
て
、
国
連
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

平
等
な
立
場
で
相
互
の
連
帯
と
支
持
を
誓

ぃ
、
子
を
結
ぶ
二
人
の
人
間
を
象
徴
し
て
い

ま
す
。ご

の
マ
l
ク
は
、
勇
気
、
希
望
・
愛
・
や

さ
し
さ
:
:
:
ナ
イ
ス
ハ

i
ト
を
図
案
化
し
た

も
の
で
、
国
際
障
害
者
年
記
念
事
業
の
統
一

マ
I
ク
で
す
。



(6) お お ず広報

やさしくたのしくなごやかに

大
洲
喜
多
特
別

養
護
老
人
ホ
i
ム

と
み
す
寮
十
周
年

喪
主
が
、
九
月

みのりの秋

年周十設関
川
…

寮
…
…
~vr

す一……
~
;
H
…

む

や

み
け

〉』

四
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
み
す
寮
は
、
昭
和
四
十
六
年
九
月
に
大

洲
喜
多
地
区
唯
一
の
ね
た
き
り
老
人
の
施
認

と
し
て
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

自然の美しさを生かし観光都市づくりにつとめる

大
洲
の
言
葉
は
や
さ
し
い
で
す
ね

V
鹿
児
島
種
子
島
の
西
之
表
市
の
出
身
で
す
。

実
家
の
す
ぐ
そ
ば
が
海
で
す
。

V
主
人
(
勧
さ
ん
)
と
は
、
大
阪
の
職
場
で

知
り
あ
い
、
昭
和
四
十
八
年
五
月
に
結
婚
し

ま
し
た
。
子
供
は
、
長
男
亮
(
六
歳
)
、
次
男

慎
次
(
四
歳
)
、
長
女
恵
子
(
二
歳
)
、
そ
し
て

今
年
の
二
月
に
生
ま
れ
た
三
男
の
充
宏
の
四

菅
田
・
中
町

下
柳
ま
ち
子
さ
ん

(
ぬ
歳
)

人
で
す
o

v結
婚
し
て
、
し
ば
ら
く
大
洲
に
い
て
、
大

阪
の
泉
南
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
上
の

子
が
保
育
園
に
入
る
前
に
、
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
大
洲
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

V
今
は
、
主
人
と
一
緒
に
牛
乳
の
販
売
を
し

て
い
ま
す
。
朝
三
時
に
起
き
て
、
準
備
を
し

各室に踊りの慰問をする
大洲民済研究会の皆さん

老
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
な

か
で
、
老
人
福
祉
向
上
の
た
め
に

H

と
み
す

寮
H

の
果
た
し
た
役
割
り
は
、
大
き
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
年
々
設
備
の
向
上
を
図
り
、

入
寮
し
て
い
る
お
年
寄
り
に
と
っ
て
楽
し

い
生
き
が
い
の
あ
る

μ

生
活
の
場
H

と
し
て

十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

式
は
、
近
回
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

模
範
老
人
、
健
康
長
寿
者
、
職
員
表
彰
、
感

謝
状
贈
口
王
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
洲
民
踊
研

究
会
の
人
々
が
、
各
室
を
踊
り
の
訪
問
を
し

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま

し
た
。午

後
か
ら
は
、
十
周
年
を
記
念
し
肱
川
町

の
大
谷
文
楽
の
公
演
が
あ
り
、
公
演
の
模
様

は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
各
室
に
中
継
さ

れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
か
た
は
、
次
の
と
お
り
で
す

0

0
模
範
老
人
中
川
き
よ
の
、
野
村
登
志

O
健
康
長
寿
者
石
田
タ
マ
ヨ

。
永
年
勤
続
表
彰
富
永
数
枝
ほ
か
十
四
名

O
成
語
状
贈
呈
西
村
幸
雄
、
谷
掬
ミ
ヤ
コ

大
洲
市
社
会
福
祉
協
奏
豆
、
大
洲
民
踊
研

究
会

な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
、
大
変
で
す
が
、

み
な
さ
ん
に
気
持
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
も

ら
う
と
疲
れ
も
忘
れ
ま
す
。

V
主
人
は
、
や
さ
し
く
て
よ
く
や
っ
て
く
れ

ま
す
の
で
、
何
も
言
う
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
o

v大
洲
の
言
葉
っ
て
、
と
て
も
や
さ
し
い
言

い
ま
わ
し
で
、
最
初
少
し
と
ま
ど
い
ま
し
た
。

今
で
も
、
お
こ
る
と
大
阪
弁
に
な
り
ま
す
。

V
種
子
島
は
冬
で
も
日
射
し
が
強
い
の
で
す

が
、
六
洲
の
冬
の
霧
は
、
最
初
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

V
こ
の
地
区
は
、
ダ
ン
プ
の
往
来
が
激
し
く

農
業
者
年
金

友
の
会
発
足

会
長
に
柳
沢
の
山
内
さ
ん

地
域
の
農
業
振
興
と
老
後
の
生
活
安
定
を

目
的
と
し
た

H

農
業
者
年
金
制
度
H

も
十
一

年
を
迎
え
ま
し
た
。
い
ま
、
二
百
人
あ
ま

η

の
か
た
が
、
後
継
者
に
経
営
を
譲
り
、
年
金

を
受
給
し
て
い
ま
す
。

八
月
二
十
五
日
に

H

年
金
友
の
ム
E

H

を
発

足
さ
せ
、
今
後
の
活
動
方
針
な
ど
を
決
定
し

ま
し
た
。
友
の
会
の
組
織
は
、
県
下
で
初
め

て
の
も
の
で
す
。

友
の
会
は
、
受
給
者
の
親
睦
と
経
済
的
な

向
上
を
図
る
と
と
も
に
地
域
農
業
の
振
興
な

ら
び
に
農
民
福
祉
の
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
農
業
者
年
金
体
制

の
強
化
な
ど
今
後
の
活
動
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
会
長
に
山
内
貞
藤
さ
ん
(
柳
沢
)

副
会
長
に
武
田
芳
明
さ
ん
(
肱
北
)
を
選
出

し
ま
し
た
。

荻
事
等
喜
志
寄
喜
事
務
事
猪
荷
台
革
命
都
事
茸

S
*

て
、
子
供
に
は
危
い
で
す
ね
。

三
男
の
充
宏
君
と

こ

の

本

だ

い

す

き

小

松

崎

進

編

驚
異
の
時
間
活
用
術
糸
川
英
夫
著

清

里

奈

良

靖

夫

著

山

下

俊

彦

の

挑

戦

飯

塚

昭

男

著

シ

ア

ミ

ル

島

松

本

園

雄

著

伊

議

銀

行

小

史

太

田

明

二

著

心

の

晴

着

阪

本

礼

子

著

新
・
教
養
主
義
の
す
す
め
阪
本
二
郎
著

父
母
を
忘
れ
さ
せ
な
い
教
育
法
会
田
雄
次
編

日

本

の

名

門

間

家

中

嶋

繁

雄

著

中
東
で
何
が
起
っ
て
い
る
か
小
山
荘
樹
著

職
業
適
性
と
自
己
診
断
豊
原
恒
男
著

母

乳

の

は

な

し

内

藤

寿

七

郎

著

赤
毛
の
ア
ン
の
手
作
り
絵
本
鎌
倉
書
房
編

日

本

農

書

全

集

訂

農

文

協

日

本

の

童

画

刊

。

ロ

第

一

法

規

こ
と
ほ
ぐ
蔦
歳
の
世
界
南
博
他
編

白

然

の

詩

舟

崎

克

彦

編

福

原

麟

双

山

郎

集

河

盛

好

蔵

編

ひ
と
び
と
の
芝
音
上
・
下
司
馬
遼
太
郎
著

遠

雷

立

松

和

平

著

話

し

相

手

曽

野

綾

子

著

こ
の
子
の
七
つ
の
わ
祝
い
に
斎
藤
重
官

六

河

の

一

滴

大

森

繋

著

わ
れ
ら
が
風
狂
の
師
上
・
下
青
山
光
二
著

五
味
康
祐
代
表
作
5

五
味
康
祐
著

も

の

の

整

水

上

勉

著

シ
ベ
リ
ア
捕
虜
収
容
所
上
・
下
若
槻
泰
雄
著

も
う
ひ
と
つ
の
太
平
洋
戦
争
仁
木
悦
子
著

児
童
図
書

幼
年
創
作
童
話
全
叫
巻

児
立
車
支
学
創
作
シ
リ
ー
ズ
全
お
巻

外
国
の
絵
本
B
セ
ッ
ト
全
訂
巻

新
刊
図
書
案
内

図

書

ィι"護
荘荘

館



(7) よい風習を育て、住みよい環境をつくる。

いもたき始まる

肱川の河原て¥名月を楽しみな

がら鍋を圃んでの「いもたき」、水

郷大洲ならではのと初秋の風物詩ミ

です。

今年も300年の伝統のあると大洲

のいもたきミは、市内からまた県

内外から多数の人が訪れるものと

期待されています。

広 報 お お ず

一フ

野

青少年芸術劇場で。文楽。公演

青少年に対して優れた舞台芸術鑑賞の機会を提

供する目的で、文化庁の主催によると青少年芸術劇

場どが、 8月10日に市民会館にで行われました。

今回の公演は、日本古来の芸能の一つである文楽

で、作品は「絵本太功記」です。竹本津太夫(太夫)

吉田玉男(人形)の 2人の重要無形文化財保持者な

どの公演で、招待者は古典芸能に親しみました。

8月末までの

大洲市内の交通事故

長
距
離
の
ド
ラ
イ
ブ
、
安
全
運
転
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

秋
の行

楽
シ
ー
ズ
ン
で
す

8月末
現在 同期

件数 118 145 

負傷者 147 163 

死者 3 

昭
和
田
年
目
月
初
旬
か
ら

昭
和
田
年
1
月
中
旬
ま
で

昭
和
田
年
1
月
2
日
以
降

に
異
動
の
あ
っ
た
家
屋

詳
し
く
は
、
市
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
④
2
1
1
1
内
線
2
1
5

ゆかりの地大洲で全国藤樹会開く
8月17、18日、社会教育センターにおいで、第

12回全国藤樹講習会が県内外から 200名が参加し

て関かれました。

この講習会は、近江聖人・中江藤樹の遺徳をし

のび、現代に生かそうと毎年夏に、藤樹ゆかりの

地で聞かれています。講演、地元研究発表(大洲

小上久保政夫教諭)、史跡めぐりを行い、藤樹の思

想、を学びました。

三善・和田地区で方書収集
各地の方言を記録し、日本語の古い姿をとどめ

文化・風土の資料とする目的で実施していると愛

媛県方言収集ミのーっとして、大洲市では、三善
.和田地区で今年より行われています。

地域のお年寄りに、テ マを決めて話し合いを
してもらい、それを録音し記録、整理します。
写真は、 7回目で梶原守さん、西山鶴亀さん、

宮本由子さんにミ子洗いとの話などをしていただ
きました。

V
対
象
家
屋

今
年
も
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
家
屋

に
つ
い
て
、
固
定
資
産
評
価
の
た
め
に
実
地

調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
わ
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
滅
失
(
と
り
こ
わ
し
)
家
屋
の
調

査
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
家
屋

の
あ
る
か
た
は
、
固
定
資
産
税
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

V
調
査
期
間

新・増築家屋

の
調査について

10月初旬~
1月中旬

固定資産税係
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ナ
-い

一
期
日
・
場
所

弘

戸

J

…

ー
…
訪
問
汁
p
o
m
u
(

災
一
日
月
7
Q
(
水
)

お
↑
日
月
S
B
(木
)

一
日
丹

od臼
〈
金
)

せ
…
叩
月

M
m
〈
水
)

、わ、，4
、

れ
ね

大
川
公
民
館
綾
川
分
館

大
民
連
結
所

管

密

ク

柳
沢

八
多
喜
連
絡
所

不
野

お知らせ

梧談ごと案内
いずれも無料ですので、

にご利用くださいの

b交通事故相談

とき 10月8日

10R20日

受
付
持
関

対
象
者

0
0
崎
町
出
分
'
1
日
時
部
分

満
部
歳
以
ふ
ん
の
か
た
、
た
だ
し

※※  ※ 

揚
入
の
集
団
検
鯵

乳
が
ん
検
診
な
ど
)

期
日
・
場
所

持
月
7
日
(

m
R
o
o
n
(
 

日
月
号
日
(
金
)

刊
門
誌
門
口
(
ホ
〉

叩
月
お
臼
(
十
小
}

日
月
初
日
本
且
)

機
診
内
容
・
料
ム

畠
曹
三
下
回
が
ん
険
診
}

・
乳
が
ん
品
問
診
(
…
一

-
貧
内
泌
総
室
、
尿
検
変
、
取
庄
郷
定
(
無
料
)

13喜多-16時

13時~16a寺

ところ

俳人権綴談

とき 10月12日

ところ

砂心配ごと拐談

とき 10R1日

10月20日
10完26

十
機
久
米
連
絡
所

人
多
喜
。

大
川
連
発
一
市

// 

ところ

惨

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

とき 10月15日

ころ 大洲市民会館

念、がれる時;ム

ください。念④3794

'税務相談

とぢ 10R15El
ところ

担当高松韻税局税務相談室

ル不動産相談

と き 10月15El 合待-16陀?
ところ 宅地建物取引業協会大

(常磐翼J鮒フヂエ

成
人
病
予
話
機
診

期
回
線
場
所

中
央
公
民
館

続
出
、
守
問
則

3
土
寸

1
4議リ

話
ヲ
4
5
R
H
g
h引

1
A
n
u
-
A
門口

上
須
波

Q
u
時
半
4
3
け
以
降
、
日
時
半
t

お
持

品
開
診
内
務
成
人
病
予
黙
の
た
め
の
検
診

※
検
診
料
は
い
燃
料
で
す
。

10 1C 
J9 J9 
10 4 
日日

大
山
中
央
病
総
合
④
4
5
5
ー

Q
U
 

一
一
乳
幼
兜

一

検

露

ヴ

実

施

悶

パ
一
日
一
月
G
臼
(
L

J
J
一
日
対
日
日
(
R

報
一
日
月
日
臼
な

ん
日
月
部
門
約
七

一川一

n
u
a
f

昭
和
問
年
設
丹
生

一
※
は
肱
十

m'
紋
北
地
区
の
み

一
受
付
時
間
円
以
蒋
部
分
i
u時

一
鴻
所
大
洲
市
保
櫨
セ
ン
タ
;

書
の
集
堕
模
鯵

イ〉

イシ

ろ，

11 10 10 
汚月内
1 25 18 
日日日

クタシ

ク

". 

イシ

して

10時-~15時

y々sず

お

く

り

も

お

え

ま
ご
こ
ろ
の

脳
卒

務

宮
菅
田
町

総

出

佐
々
木

ア
ヤ
ミ

敬

子

預
託
し

い
ま
し
た
。

大
洲
市
社
会
綴
校
協
議
会

共
鶴
間
募
金
は
じ
ま
る

J

み
な
さ
ん
の
蕃
意
を
H

こ
と
し
も
、
医
長
総
ぐ
る
み
運
幅
削
と
し
て

行
わ
れ
る
赤
い
お
緩
め
共
同
世
界
食
が
十
月
一

日
か
ら

に
ふ
点
目

み
ん
な
が
こ
の
運
動
に
参
加
し
…
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